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新入会員名簿

会員番号 名　　称 〒 所在地 電話番号

30886 前田道路㈱東京支店 108-8643 東京都港区白金台 5 -22-12 03-3448-2235 

30887 ㈱石本建設 671-1154 兵庫県姫路市広畑区吾妻町 2 -22- 4 079-238-2121 

76264 ㈱セイショウ 152-0011 東京都目黒区原町 1 -17- 6 03-3714-5445 

76265 高知建機㈱ 783-0048 高知県南国市岡豊町小篭21- 1 088-855-3740 

76266 ㈱FitFul R 650-0045 兵庫県神戸市中央区港島 6 - 2 - 4 078-303-3711 

76267 合同会社　クロスエンジニア 822-1212 福岡県田川郡福智町弁城3403- 1 090-9568-6437

会員入会状況

　令和 3年 2月 1日から令和 3年 3月31日までの会員の入会状況は次のとおりである。

種
別 対象業種別

会　　員　　数　（社）
令和 3年

1 月末
会員数

令和 3年 2月 1日〜
令和 3年 3月31日間異動

令和 3年
3 月末
会員数入　会 退　会

正
会
員

製造業 26 26
建設業 296 2 298
荷役業 88 88
製造工業等 44 44
リース・レンタル 667 3 664
検査・整備業 2,831 4 12 2,823
その他業種 175 175

賛 助 会 員 15 15
総 数 4,142 6 15 4,133

　本誌「建設荷役車両」第250号（2020-11月）の記事「車両系荷役運搬機械の労働災害による死亡災
害の推移と令和元年における発生状況」（31～32頁）において、下記の通り、誤りがございました。 
お詫びして訂正いたします。

記
・令和元年フォークリフトに起因する死亡者数：19名は、正しくは20名となります。
・ （表 1 ）フォークリフトの種類別・業種別死亡災害発生状況：建設業 0 名は、正しくは 1 名となります。
・ （表 2 ）フォークリフトの種類別・事故の型死亡災害発生状況：墜落・転落 5 名は、正しくは 6 名とな

ります。
　 したがって、令和元年車両系荷役運搬機械の労働災害における死亡者数：24名は、正しくは25名と

なります。
事務局

お詫びと訂正のお知らせ
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　平成17年からの車両系荷役運搬機械の労
働災害による死亡者数の推移がグラフ 1の
折れ線グラフ、また機械の種類別の内訳が
棒グラフである。
　令和元年の死亡者数は24名であり、平成17

年の45名と比べと、21名の減（47%減）で
あった。これはフォークリフト発生件数の減
によるものであり、ここ数年 1 〜 3 件の発生
であった不整地運搬車は、 5 件の発生となり、
平成21年（ 7 件）以来の高い数値となった。

　令和元年に発生した車両系荷役運搬機械
の労働災害による死亡者数は、前年の27名
に比べ 3 名減（11％減）となった。
　機械の種類別・業種別の死亡者数は表 1 ・
グラフ 2のとおりである。
　機械の種類別では、フォークリフトに起
因するものが19名（前年比 7 名減）で、不
整地運搬車は 5 名と前年に比べ 4 名増と
なった。

　業種別でみると、製造業が 7 名と多く、全
体の29％を占めている。次いでその他 5 名、
農林業 / 畜産・水産業 4 名となっている。
　次に、車両系荷役運搬機械の種類別・事
故の型に分類したものが表 2・グラフ 3で
ある。
　最も多いのは「墜落・転落」によるもの
で 9 名、次いで「転倒」 5 名、「はさまれ・
巻き込まれ」 4 名と続き、この 3 項目は今
年も上位を占めた。
　災害の発生概要をみると、フォークリフ
トのうち「オーダーピッキングトラック」

（運転席とともにフォークが上下に昇降す
る）で 2 件の高所からの墜落が発生してお
り、安全帯の完全着用が望まれる。
　また、災害が多発した不整地運搬車につ
いては、発生 5 件のうち、「墜落・転落」に
よるものが 4 件であった。

［資料提供：厚生労働省］

不整地運搬車
フォークリフト死亡者数の推移

グラフ１
車両系荷役運搬機械の労働災害による死亡者数の推移

１）車両系荷役運搬機械のうち特定自主検査対象機械

広報［災害統計］

車両系荷役運搬機械の労働災害による
死亡災害の推移と令和元年における発生状況

建設荷役車両安全技術協会　本部

１）
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表１　車両系荷役運搬機械の種類別・業種別死亡災害発生状況（令和元年）
（単位： 名 ）

表２　車両系荷役運搬機械の種類別・事故の型別死亡災害発生状況（令和元年）
（単位： 名 ）

グラフ2　機械の種類別 グラフ3　事故の型別

死亡者数
24名

死亡者数
24名

飛来・落下
2人　8％

不整地運搬車
5人　21％

激突され
3人　13％
激突され
3人　13％

フォークリフト
19人　79％

墜落・転落
9人  37％

転倒
5人  21％

はさまれ・
巻込まれ
4人  17％

激突
1人　4％

業種

機械の種類

製造業 鉱業 建設業

運輸交通業/貨物取扱業
農林業/
畜産・
水産業

商業 その他 計道路貨物
運送業

陸上貨物
取扱業

港湾荷役
運送業

フォークリフト 7 0 0 2 1 0 3 2 4 19

不整地運搬車 0 0 3 0 0 0 1 0 1 5

7 0 3 2 1 0 4 2 5 24

事故の型

機械の種類
墜落・転落 転倒 激突 飛来・落下 崩壊・倒壊 激突され はさまれ・

巻込まれ その他 計

フォークリフト 5 5 0 2 0 3 4 0 19

不整地運搬車 4 0 1 0 0 0 0 0 5

9 5 1 2 0 3 4 0 24 


